
の叙勲春

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

お
い
て
は
違
和
感
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
も
の
も
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
画
家
た
ち
に

よ
っ
て
描
か
れ
て
き
た
作
品
に

は
、
紛
れ
も
な
く
同
時
代
に
生

き
た
人
々
の
美
し
さ
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
そ
う

し
た
ヌ
ー
ド
作
品
に
焦
点
を
当

て
る
と
と
も
に
、
男
性
や
着
衣

の
モ
デ
ル
を
描
い
た
作
品
に
つ

い
て
も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
と
も
に

描
か
れ
て
き
た
『
愛
し
き
人
々

の
か
た
ち
』
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆

さ
ん
に
、
美
し
い
人
物
画
の

数
々
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
愛

し
き
人
々
の
か
た
ち
と
し
て
、

高
知
県
立
美
術
館
、
中
土
佐
町

立
美
術
館
、
そ
し
て
当
館
の
収

蔵
品
か
ら
、
人
物
画…

そ
の
中

で
も
特
に
ヌ
ー
ド
を
描
い
た
作

品
を
中
心
に
紹
介
す
る
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
で
は
明
治
期
よ
り
、
女

性
像
を
中
心
と
し
た
ヌ
ー
ド
作

品
が
多
く
の
画
家
た
ち
に
よ
っ

て
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
作
品
は
、
西
洋
絵
画
を
学

ぶ
た
め
の
必
須
課
題
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
よ
う
な
側
面
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
絵
の
数
々
は
、
勉

強
の
た
め

と
は
い
え
、

そ
の
ほ
と

ん
ど
が
男

性
画
家
か

ら
女
性
モ

デ
ル
に
向

け
ら
れ
た

視
線
で
あ

り
、
現
代

の
社
会
に

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

６月９日（土）～７月２９日（日）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合、火曜日が休館）

２０１９ Kami Kami １８

第
７
回 

紫
陽
花
コ
ン
サ
ー
ト

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ご
案
内

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

　

橘
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

吉
井
勇
作
詞
の
ゴ
ン
ド
ラ
の

唄
を
は
じ
め
、
懐
か
し
い
歌
謡

曲
・
童
謡
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
芸
員
に
よ
る
吉

井
勇
の
ミ
ニ
講
座
も
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】

６
月
23
日
（
土
）

13
時
45
分
～　

ミ
ニ
講
座

金
書
留
で
、
吉
井
勇
記
念
館
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

随
時
受
付
、
１
年
間
の
更
新
制

【
申
込
先
】
〒
781－

４
２
４
７

香
北
町
猪
野
々
５
１
４
番
地

吉
井
勇
記
念
館

【
注
意
事
項
】
申
し
込
み
用
紙

提
出
後
、
年
会
費
が
入
金
さ
れ

た
時
点
で
会
員
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
郵
送
も
で
き

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
会
員
に
な

る
と
、
有
効
期
間
中
に
何
回
で

も
無
料
で
入
館
で
き
る
ほ
か
、

吉
井
勇
や
猪
野
々
に
関
す
る
情

報
、
企
画
展
の
案
内
等
を
お
届

け
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
年
会
費
１
５
０
０
円
を

直
接
記
念
館
に
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、
定
額
小
為
替
ま
た
は
現

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

14
時
00
分
～　

コ
ン
サ
ー
ト

※

13
時
00
分
～ 

学
芸
員
に
よ
る
展
示

解
説
あ
り
（
要
入
館
料
）

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
よ
り
、
香

北
支
所
経
由
で
、
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

行
き　

本
庁
舎
12
時
10
分
発

　
　

（
香
北
支
所
12
時
30
分
）

帰
り　

記
念
館
15
時
15
分
発

　
　
　

美
良
布
駅
経
由
本
庁
舎

に皆た

１、豊かな自然を守り、美しいふるさとを未来に届けましょう。

１、互いに思いやり、ささえあう、心安らぐまちにしましょう。

１、歴史に学び、伝統を守り、高め、文化の香りあふれるまちにしましょう。

１、子どもたちの笑い声は宝物、みんなで見守り育てましょう。

１、感謝の気持ちを大切に、元気で働き、仲よく住みよいまちにしましょう。

香美市民憲章 
　私たちの香美市は、美しく、豊かな自然に育まれています。

　先人が築き上げた尊い文化や伝統を受け継ぎ、人々が愛と勇気を心に持ち、

誰もが幸せを感じられるまちを目指し、ここに市民憲章を定めます。

前文

本文

－平成２４年４月１日制定－

や
な
せ
た
か
し

Ｃ香
美
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

西岡猪一郎 さん（７０歳）

にしおか いいちろう

平成３０年４月２９日に

発令された、春の叙勲の

市内受章者を紹介します。

西岡猪一
にしおか いい

一郎 さん（７０歳）

ちろう

瑞宝小綬章　（教育功労）

愛しき人 の々かたち

▲夕暮れ／市川雅彦（中土佐町立美術館所蔵）

▲三日月の舟／坂上貞宣

　西岡猪一郎さん（土佐山田町）は、昭和４８年に

嶺北高校に採用され、高知農業高校などで勤務され

ました。平成１６年からは、校長として大栃高校で

勤務し、平成２０年に退職されました。

　母校の東京農業大学で学んだ「稲のことは稲に聞

け」という信念のもと、生徒たちには作物をよく観

察し、作物と対話することの大切さについて常々指

導されていたそうです。また、担任になったクラス

では休日を返上してクラス全員の家庭訪問を行った

そうで、生徒や父兄からの人望は厚いものであった

ことがうかがえます。

　校長を務められた大栃高校時代は、「教職員の活

気が生徒の活気につながる」という思いから、教職

員が仕事のしやすい風通しの良い環境作りを心がけ

られたそうです。

 今後は、家庭菜園をしながら日々を過ごしていき

たいと話され、「やっぱり、作物を育てることは楽

しい」と笑顔を見せてくれました。

　


